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地形と気候

ヨーロッパの自然を大きくとらえる ヨーロッパは，スカンディ

ナビア半島やイベリア半島

などを含む大陸部と，グレートブリテン島などの島
とう

嶼
しょ

部からなる。

地形は，北部の安定大陸
（→p.33）

と南部の変
へん
動
どう
帯
たい

の違
ちが

いがあり，北部は氷
ひょう

河
が

に侵
しん

食
しょく

された平原が広がり，南部は火山も多く，山がちである。

気候については，北部と中央部およびアルプス山脈以
い

南
なん

の南部

（地
ち

中
ちゅう

海
かい

沿
えん

岸
がん

）に大きく分けられる（p.52図）。北部は冷
れい
帯
たい

で針
しん

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

が広がっている。西部から東部にかけての中央部は，西
せい
岸
がん
海
かい
洋
よう
性気

候
（→p.46）

がはるか内
ない

陸
りく

にまでおよび，高
こう

緯
い

度
ど

にもかかわらず冬も比
ひ

較
かく

的暖

かく，ブナなどの落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

が広く分布している。南部の地中海沿

岸は，地中海性
（→p.46）

気候が広がり，硬
こう

葉
よう

樹
じゅ

のオリーブやコルクガシの

ような乾
かん

燥
そう

に強い樹
じゅ

木
もく

が多く見られる。

競合と共存

戦争，冷戦そしてEU ヨーロッパの国々は，長い歴史の中で，

分
ぶん

裂
れつ

と統一をくり返してきた。一方，キ

リスト教を共通の精神的支
し

柱
ちゅう

とし，近代国民国家を建設し，科学技

1 ヨーロッパの自然環境と統合への道

（→p.32）

（→p.48）

66 ヨーロッパの生活・文化と環境

術の進歩を通じて経済発展をとげてきた。こうした共通の基
き

盤
ばん

を背

景に，ヨーロッパの国々の間でヨーロッパ連合（E
European Union
U）の統合が進め

られてきた（図4）。

EU加
か

盟
めい

国
こく

は，1995年には15か国であったが，2004年には東
とう

欧
おう

など10か国，2007年には2か国，2013年には1か国が加わり28か

国になり，図5のような規
き

模
ぼ

になった
❶

。1993年のマーストリヒト

条約の発
はっ

効
こう

により，人，もの，資本，サービスの移動が自由になり，

1999年には単
たん

一
いつ

通貨ユ
Euro
ーロが導入され，2002年からは人々が市中

でもユーロを使用するようになった。さらに，2009年にはリスボ

ン条約の発効により初の欧
おう

州
しゅう

大統領が選出されるなど，政治統合を

めざす動きが活発になっている。統合とともに多様性も重視され，

EUの会議ではそれぞれの国の言語が使われるなど，おたがいの国

の独自性や文化，伝統を重んじる姿勢がつらぬかれている。

こうした統合を通じて，EUの経済力は大きくなっていったが，

2008年にはアメリカで発生した不
ふ

況
きょう

の影
えい

響
きょう

を強く受けたり，ギリシャ

の国家財政が破
は

綻
たん

したりするなど，深
しん

刻
こく

な経済問題の発生も見られる。

（→p.193）

▲2冬のストックホルム（上，
2010年）と夏のギリシャ・ミ
コノス島（下，2014年）　氷

ひょう
点
てん

下
か
の日が続き，冬のストックホ

ルム湾
わん
は凍

とう
結
けつ
する。エーゲ海に

うかぶミコノス島の夏は，晴
せい
天
てん

が多く，リゾート客でにぎわう。

▲3ヨーロッパの位置と地勢図

▲4EU統合の歴史

▲5世界の中でのEUの位置
づけ【世界国勢図会2016/17年】

EUの数値はイギリスを含む。
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▲1ヨーロッパの伝統的な街並み（チェコ・プラハ，2013年）　プラハはヨーロッパの中でも中世の面
おも
影
かげ
を残す都市の一つで，

写真中央のティーン教会は14世紀に改
かい
築
ちく
されて現在の姿になった。写真の旧市街地を中心とした地区が世界遺産に登録されている。

わたしたち日本の近代化は，西洋の科学技術や文化を学ぶことによって進められてきた。国民国
家の枠

わく
を越

こ
えて統

とう
合
ごう
を進めるヨーロッパは，再び新たな生活と文化のあり方をわたしたちに提示

してきている。

❶イギリスが2020年1月に
EUから離

り
脱
だつ

し，加盟国数は
27になった。
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市場経済への対応

社会の変化と人々の暮らし ロシアでは，ソ連
（→p.18）

時代の教育・医
い

療
りょう

・社会保
ほ

障
しょう

などの無料制度は崩
ほう

壊
かい

した。新たな制度の構
こう

築
ちく

が進む一方，急速な経済成長は，インフレ

を生み，貧
ひん

富
ぷ

の格差を広げている。また，ヨーロッパロシア（ウラ

ル山脈以
い

西
せい

）の大都市と，シベリアや極
きょく

東
とう

ロシア，農村部との間の

格差はさらに大きくなった。その一方で，スーパーや日用品を扱う

商店が増え，消費財の不足や買い物の不便はほぼ解消された。

　ロシアの人々の多くは，都市ではアパートに，地方では一
いっ

軒
けん

家
や

に

住む人が多いが，住
じゅう

居
きょ

はいずれもそれほど大きくない。都市部に住

む約半分の世
せ

帯
たい

が簡
かん

素
そ

な木造の別
べっ

荘
そう
（「ダーチャ」，写真2）をもち，

週末などをここで過ごす。そこでの菜
さい

園
えん

の農作業は休日の楽しみで

あるとともに，その収
しゅう

穫
かく

物
ぶつ

は不足しがちな野菜や果実（ジャムや漬
つけ

物
もの

として保存食にする）の供
きょう

給
きゅう

源
げん

として，人々の生活を支えている。

余
よ

暇
か

生活では，スポーツなどが普
ふ

及
きゅう

するとともに，バレエや演
えん

劇
げき

，

音楽会などを楽しむ文化が根づいている。

資源依存を強める経済

産業地域の変化 ロシアの農業地域は，黒
こく
色
しょく
土
ど
（チェルノーゼ

ム）
❶

のステップ地帯にあり，小麦が栽
さい

培
ばい

され

ている。大都市周辺では，野菜栽培や畜
ちく

産
さん

の近
きん

郊
こう

農業も盛んである。

しかし，この地帯を除くと，作物の種類は限定され，土地改良など

の遅れもあって土地生産性は低い。

　工業では，ウラル山脈以西のヨーロッパロシアの総合工業都市群

が国内最大の工業地域を形成している。これに次ぐのが，ソ連時代

に重
じゅう

化
か

学
がく

工業優先の政策によって計画的に配置された，ウラルから

バイカル湖にいたる地域生産コンプレックス（複合体）である。

2 ロシアとその周辺諸国の生活・産業

（→p.41, 44）

　今世紀に入って成長に転じたロシア経済は，BRICS
（→p.18）

の一
いち

翼
よく

をに

なう。従来はヨーロッパに傾きがちだった対外経済政策を変更し，

アジアへの積極的な資源売りこみを図るため，シベリアや極東の原

産地からのエネルギー輸送体制を急速に整えた（写真4）。また，ア

ジア地域の経済成長を自国に取りこむべく，日本・韓
かん

国
こく

・中国など

に資本投資をよびかけている。しかし，ロシア経済は依
い

然
ぜん

として資

源依
い

存
そん

型の経済であり，その成長基
き

盤
ばん

はなお弱い（図6）。

ロシアへの依存

周辺諸国の産業・経済 ロシアの西側の周辺諸国は，ソ連時代に

農業・工業ともに開発され，経済の面で

は比
ひ

較
かく

的進んでいる。なかでも，ウクライナにはソ連時代の重
じゅう

工業

地域の一翼をになった都市群が多数存在し，主要な産業が集まって

いる。バルト三国は，EUに加
か

盟
めい

してヨーロッパとの関係を深めるこ

とで経済発展をめざしている。しかし，これらの諸国はエネルギー

資源や原料の多くをロシアに依存している。さらに，経済発展のた

めの輸出市
し

場
じょう

さえも，ロシア経済の動向に大きく左右されている。

　中央アジアおよびカフカス地方の諸国は，カスピ海周辺の石油や

天然ガスなどの豊富な資源に依存している。しかし市場経済化のも

とで新たな工業の発展は見られず，むしろ資源への依存を強めてい

る。中央アジアの農村では，ソ連時代の農業集団化（コルホーズや

ソフホーズ）によって，それまでの遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

の定
てい

住
じゅう

化が進んでいる
❷

。

北部のステップとその周辺では小麦が，南部の盆
ぼん

地
ち
（オアシス）では

綿
めん

花
か

などが栽培されている。

（→p.193）

❶ヨーロッパロシアの南部か
ら西シベリア南端まで黒土地
帯が広がる。

▲1モスクワの商業地区・アルバート街（2014年）

▲3オアシス都市（ウズベキ
スタン・ヒバ，2009年）
ムスリムが多数をしめる中央ア
ジアでは，モスクとバザールを
核として，迷

めい
宮
きゅう
のように複雑で

高
こう
密
みつ
度
ど
なイスラム都市の発達が

見られる。

▲4アジア地域に向けた石油
積み出し港（ロシア・コズミ
ノ，2013年）

▲2ダーチャで菜
さい
園
えん
の農作業を楽しむ人 （々2014年）

p.44の図3（乾
かん
燥
そう
帯
たい
の分

布）のステップ地帯と
p.109の図5（ロシアとそ
の周辺諸国の農業）におけ
る小麦栽

さい
培
ばい
地域との位置関

係を確認してみよう。

❷農林業では，自営農，市民
菜園による副業的農業が増加
する一方で，コルホーズやソ
フホーズなどが再

さい
編
へん

されて新
たにできた農業企業の生産は
伸びていない。

輸出 3592億ドル

輸入 2282億ドル
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世界的な資源獲得競争

資源・エネルギーをめぐる国家間対立 化石燃料は，地球上にか

たよって分布しており，

国家間の対立が生じやすい。特に，石油をめぐっては消費国と生産

国との間に，長い確
かく

執
しつ

が続いている。

　1973年の第四次中
ちゅう

東
とう

戦争を契
けい

機
き

とする石油危機以降，原油価格

は急
きゅう

上
じょう

昇
しょう

した（図3）。先
せん

進
しん

国
こく

は，省
しょう

エネルギーを徹
てっ

底
てい

し，石炭や天

然ガス，原子力などの代
だい

替
たい

エネルギーの利用を増やすとともに，石

油輸出国機構（O
オペック
PEC）加

か
盟
めい

国
こく

以外のメキシコや北
ほっ

海
かい

などの油
ゆ

田
でん

を

開発して対抗した。その結果，1980年代後半から世界的に石油の

需
じゅ

給
きゅう

が緩
かん

和
わ

され，価格も安定しつつあった。

　しかし，2000年代以降，再び原油価格が高
こう

騰
とう

し，世界経済に厳

しい影
えい

響
きょう

を与えている。イラク戦争やあいつぐ内
ない

戦
せん

などの西アジア

をめぐる紛
ふん

争
そう

，石油・天然ガスを戦
せん

略
りゃく

的な輸出品とするロシアの動

向，さらに「世界の工場」と化した中国の資源需
じゅ

要
よう

の急増
（→p.73 COLUMN）

と資源戦略

などにより，再び石油需給は逼
ひっ

迫
ぱく

している。

　新
しん

興
こう

工業国における資源需要が増加する中で，石油に限らず，原

子力発電用のウランや，先
せん

端
たん

技術製品に欠かせない，産地が限られ

る希
き
少
しょう
金属（レアメタル）などでも，資源の獲

かく
得
とく

競争が激
げき

化
か

している。

　原子力発電は，世界の総発電量の約13％（2010年）をしめている。

1986年のソ連のチェルノブイリ
（現在のウクライナのチョルノービリ）

での重大な事故などがあって，原子

（→p.19）

力発電を抑
よく

制
せい

する国もある一方，近年のエネルギー価格の高騰などに

より積極的に推
すい

進
しん

する国もある。2011年の福島での原子力発電所の

事故を機に，原子力発電をめぐる議論が改めて高まっている
❶

。

化石燃料からの転換

期待される再生可能エネルギー 石炭，石油，天然ガスなどの化

石燃料は，21世紀中には枯
こ

渇
かつ

の危険性に直面する。また，化石燃料の燃
ねん

焼
しょう

によって発生する二酸

化炭素の増加は，地球温
おん
暖
だん
化
か

の大きな要
よう

因
いん

となっている。

　安定した電力を確保し，自動車・航空機などの輸送手段を活用し

続けるには，こうした環境破
は

壊
かい

をもたらす枯渇性の化石燃料にか

わって，非枯渇性で地球環境への負担の少ない再生可能エネルギー

の活用が不可欠となっている。世界各地で，利用の歴史が長い水力

や風力が見直されるとともに，太陽エネルギー（写真2）や地
ち
熱
ねつ
（写

真4），波
は

力
りょく

，潮
ちょう

汐
せき

，バイオマス（写真5）などの新エネルギーの利

用が進められている。電気や水素を利用する自動車などが開発され

るとともに，廃
はい

棄
き

された自動車や家庭電化製品の再利用などの拡
かく

充
じゅう

も環境面から期待されている。

　しかし現在得られる再生可能エネルギーは，化石燃料に比べると

量的にはるかに少なく，生産コストも高い。その普
ふ

及
きゅう

と価格面の不

利を克
こく

服
ふく

するためには，政策面での後
あと

押
お

しがますます重要である。

また，バイオエタノールの利用が急増するにともなって，トウモロ

コシなどの価格が急
きゅう

騰
とう

して，途
と

上
じょう

国
こく

における食料事情を圧
あっ

迫
ぱく

すると

いう事態も発生している。風力発電装
そう

置
ち

の導入に当たっても，景
けい

観
かん

をそこなう問題や環境に影
えい

響
きょう

を与える問題などがあげられている。

（→p.638）

アメリカや西ヨーロッ
パに本社を置くメジャー
（国際石油資本）が石油の
生産と流

りゅう
通
つう
を支配する動

きに対抗し，O
オペック
PEC諸国

は産
さん
油
ゆ
会社を国

こく
有
ゆう
化
か
する

などして生産の主
しゅ
導
どう
権を

確
かく
立
りつ
した。これにより原

油価格は高
こう
騰
とう
し，1973

年に第1次石油危機（石油
ショック），1979～
1980年に第2次石油危
機とよばれる事態とな
り，石油だけでなく，エ
ネルギー全

ぜん
般
ぱん
の価格上

じょう
昇
しょう

や供
きょう
給
きゅう
不安が起きた。

石油危機

▲1世界の石油生産と消費【エネルギー統計年鑑2013年ほか】

貿易（2013年） 2億ｔ以上
1億ｔ～2000万t～

（2013年）（百万 t    ）（2013年）

生産量 供給量
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▲2大
だい
規
き
模
ぼ
な太陽光発電施

し
設
せつ

（福島県いわき市，2014年）

▲3原油価格の推
すい
移
い
【総合エネルギー統計平成25年ほか】　1980年

代後半に公
こう
示
じ
価格から市

し
場
じょう
連
れん
動
どう
価格に移行した。1バレルは約

159リットル。

▲4地
ち
熱
ねつ
発電（岩手県八

はち
幡
まん
平
たい
市，2012年）　1966年に

日本で最初に実
じつ
用
よう
運転が開始された松

まつ
川
かわ
地熱発電所（実験発

電は1925年の大分県別
べっ
府
ぷ
市が最初）。火山が多い日本では，

地熱発電は将来有
ゆう
望
ぼう
な自然エネルギーの一つである。

ドル／バレル
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公
示
価
格
か
ら
市
場
連
動
価
格
制
へ
移
行

公示価格
国際石油資本，
産油国政府が
決定する価格

市場連動価格
市場で取り引きされて
いる原油価格に連動し
て決定される価格

❶2011年，ドイツはすべて
の原子力発電所を長期的に廃

はい

止
し

することを決めた。

生物の総
そう
量
りょう
を指すバイ

オマスは，現在では生物
由来の再生可能な資源
（化石燃料は除く）の総

そう
称
しょう

として使用される。バイ
オマスエネルギーは，木
材（木くず），海草，生ご
み，糞

ふん
尿
にょう
など，生物に由

来し，CO2の発生が少な
い。なお，植物由来に限
れば，CO2の排

はい
出
しゅつ
と吸

きゅう
収
しゅう

は等しくなり，CO2の増
ぞう

減
げん
には影

えい
響
きょう
しない。トウ

モロコシなどを発
はっ
酵
こう
さ

せ，蒸
じょう
留
りゅう
して生産される

バイオエタノールも，そ
の一つである。

バイオマスエネルギー

▼5バイオマス発電の燃料と
なる木くず（ドイツ，2011年）

5

10

15

20

5

10

15

20

地A_3-2_134-153.indd   136-137 2022/08/09   18:46

6　ヨーロッパの生活・文化と環境◀101100▶第2章　諸地域の生活・文化と環境

地形と気候

ヨーロッパの自然を大きくとらえる ヨーロッパは，スカンディ

ナビア半島やイベリア半島

などを含む大陸部と，グレートブリテン島などの島
とう

嶼
しょ

部からなる。

地形は，北部の安定大陸
（→p.33）

と南部の変
へん
動
どう
帯
たい

の違
ちが

いがあり，北部は氷
ひょう

河
が

に侵
しん

食
しょく

された平原が広がり，南部は火山も多く，山がちである。

気候については，北部と中央部およびアルプス山脈以
い

南
なん

の南部

（地
ち

中
ちゅう

海
かい

沿
えん

岸
がん

）に大きく分けられる（p.52図）。北部は冷
れい
帯
たい

で針
しん

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

が広がっている。西部から東部にかけての中央部は，西
せい
岸
がん
海
かい
洋
よう
性気

候
（→p.46）

がはるか内
ない

陸
りく

にまでおよび，高
こう

緯
い

度
ど

にもかかわらず冬も比
ひ

較
かく

的暖

かく，ブナなどの落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

が広く分布している。南部の地中海沿

岸は，地中海性
（→p.46）

気候が広がり，硬
こう

葉
よう

樹
じゅ

のオリーブやコルクガシの

ような乾
かん

燥
そう

に強い樹
じゅ

木
もく

が多く見られる。

競合と共存

戦争，冷戦そしてEU ヨーロッパの国々は，長い歴史の中で，

分
ぶん

裂
れつ

と統一をくり返してきた。一方，キ

リスト教を共通の精神的支
し

柱
ちゅう

とし，近代国民国家を建設し，科学技

1 ヨーロッパの自然環境と統合への道

（→p.32）

（→p.48）

66 ヨーロッパの生活・文化と環境

術の進歩を通じて経済発展をとげてきた。こうした共通の基
き

盤
ばん

を背

景に，ヨーロッパの国々の間でヨーロッパ連合（E
European Union
U）の統合が進め

られてきた（図4）。

EU加
か

盟
めい

国
こく

は，1995年には15か国であったが，2004年には東
とう

欧
おう

など10か国，2007年には2か国，2013年には1か国が加わり28か

国になり，図5のような規
き

模
ぼ

になった
❶

。1993年のマーストリヒト

条約の発
はっ

効
こう

により，人，もの，資本，サービスの移動が自由になり，

1999年には単
たん

一
いつ

通貨ユ
Euro
ーロが導入され，2002年からは人々が市中

でもユーロを使用するようになった。さらに，2009年にはリスボ

ン条約の発効により初の欧
おう

州
しゅう

大統領が選出されるなど，政治統合を

めざす動きが活発になっている。統合とともに多様性も重視され，

EUの会議ではそれぞれの国の言語が使われるなど，おたがいの国

の独自性や文化，伝統を重んじる姿勢がつらぬかれている。

こうした統合を通じて，EUの経済力は大きくなっていったが，

2008年にはアメリカで発生した不
ふ

況
きょう

の影
えい

響
きょう

を強く受けたり，ギリシャ

の国家財政が破
は

綻
たん

したりするなど，深
しん

刻
こく

な経済問題の発生も見られる。

（→p.193）

▲2冬のストックホルム（上，
2010年）と夏のギリシャ・ミ
コノス島（下，2014年）　氷

ひょう
点
てん

下
か
の日が続き，冬のストックホ

ルム湾
わん
は凍

とう
結
けつ
する。エーゲ海に

うかぶミコノス島の夏は，晴
せい
天
てん

が多く，リゾート客でにぎわう。

▲3ヨーロッパの位置と地勢図

▲4EU統合の歴史

▲5世界の中でのEUの位置
づけ【世界国勢図会2016/17年】

EUの数値はイギリスを含む。
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▲1ヨーロッパの伝統的な街並み（チェコ・プラハ，2013年）　プラハはヨーロッパの中でも中世の面
おも
影
かげ
を残す都市の一つで，

写真中央のティーン教会は14世紀に改
かい
築
ちく
されて現在の姿になった。写真の旧市街地を中心とした地区が世界遺産に登録されている。

わたしたち日本の近代化は，西洋の科学技術や文化を学ぶことによって進められてきた。国民国
家の枠

わく
を越

こ
えて統

とう
合
ごう
を進めるヨーロッパは，再び新たな生活と文化のあり方をわたしたちに提示

してきている。

❶イギリスが2020年1月に
EUから離

り
脱
だつ

し，加盟国数は
27になった。
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市場経済への対応

社会の変化と人々の暮らし ロシアでは，ソ連
（→p.18）

時代の教育・医
い

療
りょう

・社会保
ほ

障
しょう

などの無料制度は崩
ほう

壊
かい

した。新たな制度の構
こう

築
ちく

が進む一方，急速な経済成長は，インフレ

を生み，貧
ひん

富
ぷ

の格差を広げている。また，ヨーロッパロシア（ウラ

ル山脈以
い

西
せい

）の大都市と，シベリアや極
きょく

東
とう

ロシア，農村部との間の

格差はさらに大きくなった。その一方で，スーパーや日用品を扱う

商店が増え，消費財の不足や買い物の不便はほぼ解消された。

　ロシアの人々の多くは，都市ではアパートに，地方では一
いっ

軒
けん

家
や

に

住む人が多いが，住
じゅう

居
きょ

はいずれもそれほど大きくない。都市部に住

む約半分の世
せ

帯
たい

が簡
かん

素
そ

な木造の別
べっ

荘
そう
（「ダーチャ」，写真2）をもち，

週末などをここで過ごす。そこでの菜
さい

園
えん

の農作業は休日の楽しみで

あるとともに，その収
しゅう

穫
かく

物
ぶつ

は不足しがちな野菜や果実（ジャムや漬
つけ

物
もの

として保存食にする）の供
きょう

給
きゅう

源
げん

として，人々の生活を支えている。

余
よ

暇
か

生活では，スポーツなどが普
ふ

及
きゅう

するとともに，バレエや演
えん

劇
げき

，

音楽会などを楽しむ文化が根づいている。

資源依存を強める経済

産業地域の変化 ロシアの農業地域は，黒
こく
色
しょく
土
ど
（チェルノーゼ

ム）
❶

のステップ地帯にあり，小麦が栽
さい

培
ばい

され

ている。大都市周辺では，野菜栽培や畜
ちく

産
さん

の近
きん

郊
こう

農業も盛んである。

しかし，この地帯を除くと，作物の種類は限定され，土地改良など

の遅れもあって土地生産性は低い。

　工業では，ウラル山脈以西のヨーロッパロシアの総合工業都市群

が国内最大の工業地域を形成している。これに次ぐのが，ソ連時代

に重
じゅう

化
か

学
がく

工業優先の政策によって計画的に配置された，ウラルから

バイカル湖にいたる地域生産コンプレックス（複合体）である。

2 ロシアとその周辺諸国の生活・産業

（→p.41, 44）

　今世紀に入って成長に転じたロシア経済は，BRICS
（→p.18）

の一
いち

翼
よく

をに

なう。従来はヨーロッパに傾きがちだった対外経済政策を変更し，

アジアへの積極的な資源売りこみを図るため，シベリアや極東の原

産地からのエネルギー輸送体制を急速に整えた（写真4）。また，ア

ジア地域の経済成長を自国に取りこむべく，日本・韓
かん

国
こく

・中国など

に資本投資をよびかけている。しかし，ロシア経済は依
い

然
ぜん

として資

源依
い

存
そん

型の経済であり，その成長基
き

盤
ばん

はなお弱い（図6）。

ロシアへの依存

周辺諸国の産業・経済 ロシアの西側の周辺諸国は，ソ連時代に

農業・工業ともに開発され，経済の面で

は比
ひ

較
かく

的進んでいる。なかでも，ウクライナにはソ連時代の重
じゅう

工業

地域の一翼をになった都市群が多数存在し，主要な産業が集まって

いる。バルト三国は，EUに加
か

盟
めい

してヨーロッパとの関係を深めるこ

とで経済発展をめざしている。しかし，これらの諸国はエネルギー

資源や原料の多くをロシアに依存している。さらに，経済発展のた

めの輸出市
し

場
じょう

さえも，ロシア経済の動向に大きく左右されている。

　中央アジアおよびカフカス地方の諸国は，カスピ海周辺の石油や

天然ガスなどの豊富な資源に依存している。しかし市場経済化のも

とで新たな工業の発展は見られず，むしろ資源への依存を強めてい

る。中央アジアの農村では，ソ連時代の農業集団化（コルホーズや

ソフホーズ）によって，それまでの遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

の定
てい

住
じゅう

化が進んでいる
❷

。

北部のステップとその周辺では小麦が，南部の盆
ぼん

地
ち
（オアシス）では

綿
めん

花
か

などが栽培されている。

（→p.193）

❶ヨーロッパロシアの南部か
ら西シベリア南端まで黒土地
帯が広がる。

▲1モスクワの商業地区・アルバート街（2014年）

▲3オアシス都市（ウズベキ
スタン・ヒバ，2009年）
ムスリムが多数をしめる中央ア
ジアでは，モスクとバザールを
核として，迷

めい
宮
きゅう
のように複雑で

高
こう
密
みつ
度
ど
なイスラム都市の発達が

見られる。

▲4アジア地域に向けた石油
積み出し港（ロシア・コズミ
ノ，2013年）

▲2ダーチャで菜
さい
園
えん
の農作業を楽しむ人 （々2014年）

p.44の図3（乾
かん
燥
そう
帯
たい
の分

布）のステップ地帯と
p.109の図5（ロシアとそ
の周辺諸国の農業）におけ
る小麦栽

さい
培
ばい
地域との位置関

係を確認してみよう。

❷農林業では，自営農，市民
菜園による副業的農業が増加
する一方で，コルホーズやソ
フホーズなどが再

さい
編
へん

されて新
たにできた農業企業の生産は
伸びていない。

輸出 3592億ドル

輸入 2282億ドル

機械類
31.8％
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26.0％

石炭
4.0

その他
33.4
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44.3
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石油製品
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5.5
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3.4金属製品 3.2

衣類 3.2

自動車
9.2

▲5ロシアとその周辺諸国の
農 業 と 工 業 都 市 の 分 布
【Alexander Weltatlas 2010ほか】

▲6ロシアの主要輸出入品
ひん
目
もく

（2017年）【世界国勢図会2019/ 
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世界的な資源獲得競争

資源・エネルギーをめぐる国家間対立 化石燃料は，地球上にか

たよって分布しており，

国家間の対立が生じやすい。特に，石油をめぐっては消費国と生産

国との間に，長い確
かく

執
しつ

が続いている。

　1973年の第四次中
ちゅう

東
とう

戦争を契
けい

機
き

とする石油危機以降，原油価格

は急
きゅう

上
じょう

昇
しょう

した（図3）。先
せん

進
しん

国
こく

は，省
しょう

エネルギーを徹
てっ

底
てい

し，石炭や天

然ガス，原子力などの代
だい

替
たい

エネルギーの利用を増やすとともに，石

油輸出国機構（O
オペック
PEC）加

か
盟
めい

国
こく

以外のメキシコや北
ほっ

海
かい

などの油
ゆ

田
でん

を

開発して対抗した。その結果，1980年代後半から世界的に石油の

需
じゅ

給
きゅう

が緩
かん

和
わ

され，価格も安定しつつあった。

　しかし，2000年代以降，再び原油価格が高
こう

騰
とう

し，世界経済に厳

しい影
えい

響
きょう

を与えている。イラク戦争やあいつぐ内
ない

戦
せん

などの西アジア

をめぐる紛
ふん

争
そう

，石油・天然ガスを戦
せん

略
りゃく

的な輸出品とするロシアの動

向，さらに「世界の工場」と化した中国の資源需
じゅ

要
よう

の急増
（→p.73 COLUMN）

と資源戦略

などにより，再び石油需給は逼
ひっ

迫
ぱく

している。

　新
しん

興
こう

工業国における資源需要が増加する中で，石油に限らず，原

子力発電用のウランや，先
せん

端
たん

技術製品に欠かせない，産地が限られ

る希
き
少
しょう
金属（レアメタル）などでも，資源の獲

かく
得
とく

競争が激
げき

化
か

している。

　原子力発電は，世界の総発電量の約13％（2010年）をしめている。

1986年のソ連のチェルノブイリでの重大な事故などがあって，原子

（→p.19）

力発電を抑
よく

制
せい

する国もある一方，近年のエネルギー価格の高騰などに

より積極的に推
すい

進
しん

する国もある。2011年の福島での原子力発電所の

事故を機に，原子力発電をめぐる議論が改めて高まっている
❶

。

化石燃料からの転換

期待される再生可能エネルギー 石炭，石油，天然ガスなどの化

石燃料は，21世紀中には枯
こ

渇
かつ

の危険性に直面する。また，化石燃料の燃
ねん

焼
しょう

によって発生する二酸

化炭素の増加は，地球温
おん
暖
だん
化
か

の大きな要
よう

因
いん

となっている。

　安定した電力を確保し，自動車・航空機などの輸送手段を活用し

続けるには，こうした環境破
は

壊
かい

をもたらす枯渇性の化石燃料にか

わって，非枯渇性で地球環境への負担の少ない再生可能エネルギー

の活用が不可欠となっている。世界各地で，利用の歴史が長い水力

や風力が見直されるとともに，太陽エネルギー（写真2）や地
ち
熱
ねつ
（写

真4），波
は

力
りょく

，潮
ちょう

汐
せき

，バイオマス（写真5）などの新エネルギーの利

用が進められている。電気や水素を利用する自動車などが開発され

るとともに，廃
はい

棄
き

された自動車や家庭電化製品の再利用などの拡
かく

充
じゅう

も環境面から期待されている。

　しかし現在得られる再生可能エネルギーは，化石燃料に比べると

量的にはるかに少なく，生産コストも高い。その普
ふ

及
きゅう

と価格面の不

利を克
こく

服
ふく

するためには，政策面での後
あと

押
お

しがますます重要である。

また，バイオエタノールの利用が急増するにともなって，トウモロ

コシなどの価格が急
きゅう

騰
とう

して，途
と

上
じょう

国
こく

における食料事情を圧
あっ

迫
ぱく

すると

いう事態も発生している。風力発電装
そう

置
ち

の導入に当たっても，景
けい

観
かん

をそこなう問題や環境に影
えい

響
きょう

を与える問題などがあげられている。

（→p.638）

アメリカや西ヨーロッ
パに本社を置くメジャー
（国際石油資本）が石油の
生産と流

りゅう
通
つう
を支配する動

きに対抗し，O
オペック
PEC諸国

は産
さん
油
ゆ
会社を国

こく
有
ゆう
化
か
する

などして生産の主
しゅ
導
どう
権を

確
かく
立
りつ
した。これにより原

油価格は高
こう
騰
とう
し，1973

年に第1次石油危機（石油
ショック），1979～
1980年に第2次石油危
機とよばれる事態とな
り，石油だけでなく，エ
ネルギー全

ぜん
般
ぱん
の価格上

じょう
昇
しょう

や供
きょう
給
きゅう
不安が起きた。

石油危機

▲1世界の石油生産と消費【エネルギー統計年鑑2013年ほか】

貿易（2013年） 2億ｔ以上
1億ｔ～2000万t～

（2013年）（百万 t    ）（2013年）

生産量 供給量
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2015年
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ベネズエラ

サウジアラビア
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▲2大
だい
規
き
模
ぼ
な太陽光発電施

し
設
せつ

（福島県いわき市，2014年）

▲3原油価格の推
すい
移
い
【総合エネルギー統計平成25年ほか】　1980年

代後半に公
こう
示
じ
価格から市

し
場
じょう
連
れん
動
どう
価格に移行した。1バレルは約

159リットル。

▲4地
ち
熱
ねつ
発電（岩手県八

はち
幡
まん
平
たい
市，2012年）　1966年に

日本で最初に実
じつ
用
よう
運転が開始された松

まつ
川
かわ
地熱発電所（実験発

電は1925年の大分県別
べっ
府
ぷ
市が最初）。火山が多い日本では，

地熱発電は将来有
ゆう
望
ぼう
な自然エネルギーの一つである。
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公
示
価
格
か
ら
市
場
連
動
価
格
制
へ
移
行

公示価格
国際石油資本，
産油国政府が
決定する価格

市場連動価格
市場で取り引きされて
いる原油価格に連動し
て決定される価格

❶2011年，ドイツはすべて
の原子力発電所を長期的に廃

はい

止
し

することを決めた。

生物の総
そう
量
りょう
を指すバイ

オマスは，現在では生物
由来の再生可能な資源
（化石燃料は除く）の総

そう
称
しょう

として使用される。バイ
オマスエネルギーは，木
材（木くず），海草，生ご
み，糞

ふん
尿
にょう
など，生物に由

来し，CO2の発生が少な
い。なお，植物由来に限
れば，CO2の排

はい
出
しゅつ
と吸

きゅう
収
しゅう

は等しくなり，CO2の増
ぞう

減
げん
には影

えい
響
きょう
しない。トウ

モロコシなどを発
はっ
酵
こう
さ

せ，蒸
じょう
留
りゅう
して生産される

バイオエタノールも，そ
の一つである。

バイオマスエネルギー

▼5バイオマス発電の燃料と
なる木くず（ドイツ，2011年）
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1944年では， ソビエト連邦はヨーロッパに含めた。
2021年では， ソ連を構成していたバルト三国とロシア， ウ
クライナ， ベラルーシ， モルドバの４か国をヨーロッパに含
め， そのほかはアジアに含めた。
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この地図の特徴に注目しよう
この地図は，緯線と経線で囲まれた四角が左のよう
に正方形になっているため，方眼紙を使って略地図
をえがくときに便利です。

写真等が入ります
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陸地：1億4724万km
海洋：3億6282万km 2

人口密度
　59.3人/km

世界の人口

1944年では， ソビエト連邦はヨーロッパに含めた。
2021年では， ソ連を構成していたバルト三国とロシア， ウ
クライナ， ベラルーシ， モルドバの４か国をヨーロッパに含
め， そのほかはアジアに含めた。
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主題図をつくってみよう（世界） 世界の国々

世界のおもな国際機構・地域機構（2021年8月現在）
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小アンティル諸島の国々
セントクリストファー・ネービス
アンティグア・バーブーダ
ドミニカ国　　　　セントルシア
セントビンセント・グレナディーン諸島
バルバドス　　　  グレナダ
トリニダード・トバゴ

アンカラ

ニコシア

アテネ

バクー

アンマン

ダマスカス
バグダッド

テヘラン

ドーハ
リヤド アブダビ

マスカット

サヌア

アシガバット

カイロ

ハルツーム
アスマラ

クウェート

マナーマ

ベイルート

エルサレム

トビリシ

エレバン

シリア

グアテマラシティ
テグシガルパ

サンサルバドル

マナグア

サンホセ

ポルトープランス
キングストン

ベルモパン

ハバナ

ナッソー

パナマシティ

カラカス

バセテール

キングスタウン

セントジョージズ

セントジョンズ

ロゾー

カストリーズ

ブリッジタウン

ポートオブスペイン

サントドミンゴ

ジョージタウン

アメリカ合衆国
カナダ
メキシコ

* USMCAはNAFTA
（北米自由貿易協定）
  にかわる新協定

USMCA（3か国）
米国・メキシコ・
カナダ協定

アメリカ合衆国
カナダ
コスタリカ
アンティグア・バー
　ブーダ
ドミニカ国

 　メキシコ
　グアテマラ
　ベリーズ
　ホンジュラス
　エルサルバドル
　ニカラグア
　パナマ
　ハイチ
　ドミニカ共和国
　バルバドス
　トリニダード・トバゴ
　バハマ
　キューバ
　ジャマイカ

■ チリ
■ ペルー
■ コロンビア
■ エクアドル
■ スリナム
■ ガイアナ
 

 ■ はUNASUR（南米諸国連合）加盟国（１2か国）

グレナダ
セントルシア
セントビンセント・
　グレナディーン諸島
セントクリストファー・
　ネービス

OAS（35か国）
アメリカ州機構

アメリカ合衆国
カナダ
メキシコ
イギリス
フランス
ドイツ
イタリア
ベルギー
オランダ
ルクセンブルク
ノルウェー
スウェーデン
デンマーク

アイスランド
フィンランド
アイルランド
スイス
オーストリア
ギリシャ
トルコ
スペイン
ポルトガル
日本
大韓民国
オーストラリア
ニュージーランド

ハンガリー
チェコ
ポーランド
スロバキア
チリ
スロベニア
イスラエル
エストニア
ラトビア
リトアニア
コロンビア
コスタリカ

OECD（38か国）
経済協力開発機構

ベネズエラ
イラン
ナイジェリア
赤道ギニア

アンゴラ
ガボン
コンゴ共和国

OPEC（13か国）
石油輸出国機構

日本
アメリカ合衆国
カナダ
オーストラリア
ニュージーランド
大韓民国
シンガポール
マレーシア
インドネシア
フィリピン
タイ

ブルネイ・ダルサラーム
中華人民共和国
台湾
ホンコン
メキシコ
チリ
パプアニューギ
　ニア
ベトナム
ペルー
ロシア連邦

APEC（21か国・地域）
アジア太平洋経済協力会議

ロシア連邦
ベラルーシ
カザフスタン
ウズベキスタン
タジキスタン
キルギス
アルメニア
アゼルバイジャン
モルドバ

CIS（9か国）
独立国家共同体

AU（55か国・地域）
アフリカ連合

タイ
マレーシア
フィリピン
インドネシア
シンガポール
ブルネイ・ダルサラーム
ベトナム
ラオス
ミャンマー
カンボジア

ASEAN（10か国）
東南アジア諸国連合

SELA（26か国）
ラテンアメリカ経済機構

イラク
クウェート
サウジアラビア

アラブ首長国連邦
アルジェリア
リビア

OAPEC（10か国）
アラブ石油輸出国機構

アフリカ圏の全独立国と
西サハラ

NATO（30か国）
北大西洋条約機構

スイス
リヒテンシュタイン

EFTA（4か国）
欧州自由貿易連合

カナダ
アメリカ合衆国
トルコ
アルバニア
モンテネグロ
北マケドニア
イギリス

オランダ
ベルギー
ルクセンブルク
ドイツ
フランス
イタリア
デンマーク
ギリシャ
スペイン
ポルトガル
チェコ

ハンガリー
ポーランド　
スロバキア
スロベニア
エストニア
ラトビア
リトアニア
ブルガリア
ルーマニア
クロアチア

フィンランド
マルタ
キプロス

EU（27か国）
ヨーロッパ連合

MERCOSUR（6か国）
南米南部共同市場

■ アルゼンチン
■ ブラジル
■ パラグアイ
■ ウルグアイ
■ ベネズエラ
■ ボリビア

エジプト
カタール

バーレーン
シリア

アイルランド
スウェーデン
オーストリア

ノルウェー
アイスランド
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